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● 遺伝子とは 

遺伝子とは人間の体をつくる設計図に相当するものです。 

ヒトには約３万個の遺伝子があると考えられています。人間の身体は、「細胞」という基本単位か

らなっています。この細胞の「核」と呼ばれる部分に「染色体」があり、この中の「DNA」が「遺伝子」

として働いています。遺伝子を構成している DNAの違いによって、肌や髪の毛の色、顔の違いなど

「目に見える」特徴だけでなく、「目に見えない」体質も決められていきます。 

 

●DNA とは 

ＤＮＡは正式にはデオキシリボ核酸（Deoxyribo-nucleic Acid）という物質で、二重らせん構造をし

ている。らせん部分は五炭糖という糖分の一種からできている。そして、らせんの内側には塩基と

呼ばれる部分が並んでおり、この塩基の並び順によって情報を記録している。ＤＮＡは４種類（Ａ、

Ｔ、Ｇ、Ｃ）の塩基の並び順に

よって遺伝情報を記録して

います。４種類の塩基Ａ、Ｔ、

Ｇ、Ｃは、それぞれアデニ

ン、チミン、グアニン、シトシ

ンという物質の略称で、二重

らせん構造の内側では塩基

同士がペアとなって向き合っ

ていて、アデニンはチミンと、

グアニンはシトシンとしか向

き合うことができない。「ペア

を作れる相手」が決まってい

ます。 
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●DNAストラップをつくろう 

 このストラップでは  

青＝A アデニン 

赤＝T チミン 

黒＝G グアニン 

緑＝C シトシン    

の塩基を示します。 


